
複雑怪奇に見える経済ですが、一国の経済の
仕組みと規模の表し方、財政・金融政策の役
割と効果、貿易の役割など、先人たちによって
解明が進んでいます。経済学科では、これらの
経済理論をしっかり学び、その上に立ってグロー
バル化が進む現代経済の分析に取り組みます。

経済学部

経 済 学 科
経済を科学し、豊かな社会の担い手に

　学科の特色

経済の仕組みを踏まえ、
現代を見通す

経済は生もの、日々姿を変えていきます。アベノ
ミクスや第4次産業革命など、新しいテーマが
次 と々登場しています。経済学科では、学内外
での演習（ゼミ）活動、キャリア教育、インター
ンシップや実務家による講義など、生きた経済
事情を学ぶ取り組みに力を入れています。

生きた
経済学を学ぶ

経済学科では、経済の理論と歴史を学ぶ「経
済学コース」、グローバル化時代に対応する「国
際経済コース」などのコース制により体系的学
修をサポートします。さらに、2年次から始まる
少人数制の演習（ゼミ）での発表や討論を通じ
て、経済への理解を深めていきます。

体系的に、
深く考える学修を

　専門教育科目

科目名 学年
1 2 3 4

ミクロ経済学 ■
経済理論・資本の原理a／b ■ ■ ■ ■
マクロ経済学 ■
経済学史a／b ■ ■ ■ ■
基礎情報処理Ⅰ・Ⅱ ■
経済政策a／b ■ ■ ■ ■
経済史a／b ■ ■ ■ ■
金融論a／b ■ ■ ■ ■
財政学a／b ■ ■ ■ ■
日本経済論a／b ■ ■ ■ ■
社会政策a／b ■ ■ ■ ■
国際経済論a／b ■ ■ ■ ■
経済学入門a／b ■
キャリア・デザインa／b ■
演習Ⅰ ■
ITプロフェッショナルクラスⅠ ■

会計プロフェッショナルクラスⅠ
（会計士／税理士）

■ ■

演習Ⅱ ■
ITプロフェッショナルクラスⅡ ■
ビジネス・インターンシップa／b ■

会計プロフェッショナルクラスⅡ
（会計士／税理士）

■ ■

演習Ⅲ ■
卒業研究 ■
ITプロフェッショナルクラスⅢ ■

会計プロフェッショナルクラスⅢ
（会計士／税理士）

■

経済理論・経済システムの原理a／b ■ ■ ■ ■
経済数学a／b ■ ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

会計学総論a／b ■ ■ ■ ■
簿記論a／b ■ ■ ■ ■
情報・経済ネットワーク論a／b ■ ■ ■ ■
現代経済事情Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■ ■
現代産業事情Ⅰ～Ⅲ ■ ■ ■ ■
特殊講義Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■ ■
キャリア・デザイン応用a／b ■ ■ ■
会計研究A（1）～（8） ■ ■ ■
会計研究B（1）～（6） ■ ■ ■
IT研究Ⅰ～Ⅴ ■ ■ ■
ITインターンシップⅠ ■ ■ ■
ITインターンシップⅡ ■ ■ ■
応用ミクロ経済学a／b ■ ■ ■
応用マクロ経済学a／b ■ ■ ■
計量経済学a／b ■ ■ ■
経済統計a／b ■ ■ ■
景気循環論a／b ■ ■ ■
現代資本主義論a／b ■ ■ ■
市民と経済学 ■ ■ ■
社会思想史 ■ ■ ■
日本経済史a／b ■ ■ ■
西洋経済史a／b ■ ■ ■
農業政策a／b ■ ■ ■
工業政策a／b ■ ■ ■
中小企業論 ■ ■ ■
中小企業政策論 ■ ■ ■
交通政策a／b ■ ■ ■
経済地理a／b ■ ■ ■
公共経済学a／b ■ ■ ■
地方財政論a／b ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

国際金融論a／b ■ ■ ■
人口論a／b ■ ■ ■
教育経済論a／b ■ ■ ■
環境経済論a／b ■ ■ ■
アジア経済論a／b ■ ■ ■
中国経済論a／b ■ ■ ■
現代アメリカ経済論a／b ■ ■ ■
現代ヨーロッパ経済論a／b ■ ■ ■
新興国経済論a／b ■ ■ ■
上級簿記a／b ■ ■ ■
プログラミング論a／b ■ ■ ■
応用情報処理Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■
経済外国書講読Ⅰ・Ⅱ（a／b） ■ ■ ■
憲法a／b ■ ■ ■
民法一部a／b ■ ■ ■
民法二部a／b ■ ■ ■
商法一部a／b ■ ■ ■
商法二部a／b ■ ■ ■
経済法a／b ■ ■ ■
労働法 ■ ■ ■
行政法a／b ■ ■ ■
国際法a／b ■ ■ ■
会計資格特別演習 ■ ■ ■
教員試験特別演習 ■ ■ ■
医療経済論 ■ ■
福祉経済論 ■ ■
商学科の専門教育科目（P.47） ■ ■
現代応用経済学科の専門教育科目（P.49） ■ ■

総計：1,630人
2018年5月1日時点

女子：383人
（23%）

男子：1,247人
（77%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：66単位
全学共通科目：28単位
広  域  選  択：30単位

■ 必修：8単位
■ 選択：58単位卒業に必要な単位124単位

　 4 年 間の流れと身につく力

■ ヒトやモノの流れをダイナミックにとらえ、社会や歴史の知識がはぐくまれる。
■ 専門知識で豊かな社会を築き、人生を切り開けるようになる。
■ 自ら理論モデルを組み立て、データを統計的に分析できるようになる。

4年間で身につく力

経済理論やミクロ経済学などの必修科目、および1年次から履修可能な専
門科目を中心に、経済学の主要領域（理論、歴史、政策、分析、国際）
の基本を学ぶ。

1
年次

演習における教員や学生との討論により各自の問題意識を高めるとともに、
コース制に登録し、専門科目を中心に、体系的な学修を進める。

2
年次

自ら設定した課題に対する解答を求めて、演習やコース制に基づいて学び
を深めるとともに、他学科開設科目等の履修を含め知識の裾野を広げる。

3
年次

卒業論文の作成を通じて、大学での学びの集大成を図るとともに、自分な
りの考えを他者に発信する力を養う。

4
年次

■ 新自由主義に揺れるグローバル・コモンズ―社会的共通資本と人類の未来
■ 女性の社会進出における法整備―女子差別撤廃条約から次世代育成支援対策推進法まで
■ 日本の大企業における内部留保の増大とその活用についての検討
■ 観光開発と自然保護―国立公園を中心に
■ インドネシアの石油産業と地方経済への影響

卒論テーマ・研究課題例

非常に幅広いフィールドを研究対象とする経済学。本学科では
「経済学」、「金融・財政」、「産業情報」、「国際経済」、「生
活・環境」の計5コースを設定しています。その中からそれぞ
れ興味のある分野を選んで、確実に学識を深めることができま
す。コース制で身につけた体系的な専門知識は、どのような進
路に進むにしてもきっと役に立つはずです。

▶ 学 科  T O P I C S

5つのコース制度

在 学 生 m e s s a g e

飯吉 想太朗
経済学科 4年

新潟県立長岡向陵高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 英語ⅡBa
2 応用ミクロ経済学a 人口論a 人文地理学 世界史概説 生徒指導論
3 教育基礎論 英語ⅡAa 政治学 宗教学概説 経済史a
4 教育とメディア 演習Ⅰ 財政学a 学習・発達論 生物学Ⅰ
5 応用マクロ経済学a 道徳教育の研究 自然環境論Ⅰ
6

　大学では数学を勉強したいと考えていましたが、理系大学の
受験科目に苦手な化学が入っていたので、文系でありながら数
学分野を多く扱う経済学科を志望しました。実際に学んでみて
興味を持ったのが、数式を使ってさまざまなデータを分析する統
計学（計量経済学）です。例えば、企業のマーケティングや国
勢調査。もっと日常的なところだと、テレビの視聴率や偏差値、

野球の打率なんかも統計が使われています。このようなデータを
もとに予測する統計を理解すると、あらゆる物事の本質が見える
ようになると思います。つまり、見せかけのデータに騙されない力
や分析力を鍛えることができます。統計を操れればさまざまな分
野で本質を見抜くことができる、そんな可能性を秘めているところ
に学びがいを感じています。

統計を学べば本質が見えてくる

2年次前期の時間割

経済現象や経済の歴史に関する
理論的探究心を満たし、経済学
に対する関心を一層広げられるよ
うな教養を身につけます。

経済学コース
経済学をベースにしながら生態
系の保護、食品安全、環境、社
会福祉等の分野と融合できる広
い視野を養います。

生活・環境コース
グローバル化した今日の経済を知
るには国 際 経 済の知 識が不 可
欠です。そのための科目が豊富
に揃っています。

国際経済コース
情報化が進む産業経済の実業
活動に不可欠な実践的科目を配
置しています。情報サービス業を
目指す人に最適です。

産業情報コース
金融・財政に関する専門知識の
習熟を目指します。金融・証券・
保険等の各業界を目指す人に適
したコースです。

金融・財政コース

金融、商社・小売、サービス、情報通信、公務員など幅広い
業界に就職しています。

卒業後の進路

ロッテ／東レ／王子製紙／タイガー魔法瓶／富士通／沖縄電力／東京急行
電鉄／東日本旅客鉄道（JR東日本）／そごう・西武／ファーストリテイリング／
みずほフィナンシャルグループ／三菱UFJ銀行／日本生命保険／三井住友
海上火災保険／あいおいニッセイ同和損害保険／帝国データバンク／ソフト
バンク／クラブツーリズム／日本郵政グループ／アクセンチュア／吉本興業／
新潟労働局／千葉県庁／警視庁／東京消防庁

主な就職先

取得可能な資格

※2018年3月卒業生実績

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

教 員 m e s s a g e

　いま政府は少子化対策を進めています。保育環境の整備、
育児休業制度の拡充、子育て世帯に対する支援の拡充など、
さまざまな対策を行っています。続けていけば、いずれ効果が
出る可能性もあるでしょう。しかし、これらの多くは結婚している
夫婦向けのもので、実をいえば、日本の出生率低下要因の2割
にすぎません。残りの8割は、未婚の人が増えていることが原
因で、これには政府もなかなか手の出しようがなく、私たち人口
学の研究者も頭を悩ませているところです。こうした状況で考え
なくてはならないのは、暮らしやすさの実現だと思います。現代

少子化対策の鍵を探る

社会は、保育環境の未整備、高い教育費の負担、長時間労
働、そして貧困問題など、結婚・出産・子育てを阻む要因は
数多くあります。こうした状況では、結婚・出産・子育てをした
いと思っても、それを十分に実現することはできません。少子化
を改善するためには、総合的な視点に立ち、結婚・出産・子
育てをしたいと思えば誰もができる暮らしやすい社会を構築す
ることが重要だと考えます。

増田 幹人
専門：経済人口学

増田先生の研究
実績はこちらから
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